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   令和７年度 府立峰山高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 中間段階 ） 

学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標） 
 
【スクール・ミッション】 
 
機械創造科・普通科を設置する高校として
、大学や地域の関係機関との連携を深め、
郷土を愛する心と質の高い学力、グローバ
ルな世界で活躍できる国際感覚を身に付け
ることによって、創造力豊かに社会に貢献
できる人材を育成する。 
 
 
 
【スクール・ポリシー】 

 

○真理を求める力 

「学びを究め、個人と社会の幸福を考え、

実現する力の育成」 

 

○変化する力 

「自ら成長し、互いに反応し、高め合う力

の育成」 

 

○織り成す力 
「一人一人の個性を認め合い、経緯に交わ
り、未来社会を創造する力の育成」 
 

 
【成果】 
■ 教職員の働き方改革 
① 下校時刻の繰り上げ等による時間外勤務時間
の縮減（前年度比6％減） 

■ 生徒の主体的な学びと成長 
② ストリート・カフェの整備と活用による効果
的な仲間づくり 

③ いさなご探究や課題研究等の地域連携の継続
発展 

④ 学習活動の充実と良好な進路実績の継続 
⑤ 1、2年生次対象の進路指導の充実 
⑥ 教職員と生徒会の協議による校則の見直しと
実施 

■ 教育環境の整備・改善 
⑦ 学校DXの推進に向けた設備整備と普通科・
工業科協働による新教科の教材開発 

⑧ 校内への送迎車両乗り入れ許可による通学環
境の整備・改善 

⑨ 同時双方向遠隔授業の実施に向けた体制整備
と実施 

■ 情報発信と広報活動 
⑩ 生徒募集に向けた効果的な諸取組の展開 
⑪ さくら連絡網を活用した保護者等への広報誌
の定期的な発行と連絡事項の周知 

 
【課題】 
① 教職員の指導力向上と組織的な指導体制の充 

 実による、学力向上と希望進路実現 
② 教室環境や自習空間等の施設・設備の改善に
よる学習環境の充実 

③ 学校設定教科「STEAM探究」の推進による
新たな学びの創造 

④ 高大連携による探究活動の深化 
⑤ 部活動活性化に向けた施設・設備の整備 
⑥ 生徒募集に向けた効果的な広報活動の展開 
  （HPの適時更新、SNSの活用） 

 ・若手教職員の授業力向上に向けた研修の推進 

 ・タブレット端末を活用した個別最適な学習法の研究 

 ・系統的なキャリア教育の深化による希望進路実現 

 ・多様な生徒の主体的な学習を支援する魅力ある学校施設

設備の整備 

  

 ・普通科と機械創造科連携の教科「STEAM 探究」による

新たな学びの創造 

 ・いさなご探究や課題研究充実のための地域連携の深化と

高大連携の推進 

 ・探究活動など様々な教育活動の発表に向けた峰高展の深

化 

 

３ 充実した学校行事等を通して豊かな人間関係を 

築き、互いに高め合いながら、地域や国際社会で 

幅広く活躍できる力を育成する。 

 ・生徒会行事の一層の充実と、部活動・ボランティア活動

の活性化 

 ・生徒と協働した校則等の見直しによる生徒主体性と責任

感の育成 

 ・良好な人間関係構築に向けた支援体制の充実 

 

１ 質の高い学力を備え、社会を生き抜くために必要 

  な資質・能力を育成する。 

２ 高大連携や地域連携等を通して、いさなご探究や 

課題研究などの充実を図り、STEAM教育の手法 

を用いて、新たな価値を創造する力を育成する。 

 



評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題 
組織・運営 〇教職員の意識改革による働き方改

革の推進 
〇ICT活用などによる情報共有の効率化、会議等の内容や

進め方見直しを図り、時間外勤務時間を減らす。【前年度

比10％減】 

〇教職員が「働きがい」を感じられるよう、支え合う教職

員集団づくり、高い裁量度のある集団づくりを目指す。 

〇下校時間を意識した部活動の効率化を推進する。 

 
 
 
B 

 
 
 
 
 
 
B 

・繁忙期である４月、５月の時間外勤務時

間は、４月で前年度比7％減、５月で前年度

比17％減となっている。 

 

 

〇教育環境や職場環境の更なる充実  
 

〇生徒の居場所づくり、自学自習スペースを創出する。 

〇STEAM教育が推進できる教育環境を充実させる。 

B ・DXハイスクール事業による設備充実を進

めている。 
〇中学生等への計画的な広報活動 〇ホームページ、説明会等を効果的に活用し、本校の行事

や取組、特色などを幅広く広報する。探究活動についても

積極的にホームページ等で情報発信していく。 

〇広報の効果を定量的に把握する方法、工夫を検討し、よ

り効果的な広報活動を推進する。 

B 

・ホームページについては、更新頻度に偏

りがあり、学校生活を網羅できるような発

信には至っていない。 

・年度末に向け、広報の成果を図る手段を

考案し、可能な限りで実施を目指したい。 

学習指導・ 
進路指導 
 

〇主体的に学習できる生徒の育成 ○各教科・学年と連携して、計画性のある自主学習を推進

する。【自主学習時間 各学年1日平均2時間以上】 

○各学年・分掌との連携を十分に行い、希望進路の実現に

向けて生徒の主体的な行動を促す。 

【国公立大学合格者延べ40名以上、就職内定率100%】 

 
B 

 
 
 
B 

・継続指導中である。【進路指導部】 

・自主学習時間調査（５，６月）の結果、

各学年１日平均で２時間以上を達成してい

る。【教務部】 

・「STEAM探究」の授業計画を修正しなが

ら、最適なものになるように調整してい

る。 

〇STEAM教育の推進 〇学校設定教科「STEAM探究」初年度として、機械創造

科と普通科が連携した学びを創造し、次年度以降につなが

るカリキュラムとなるよう改善していく。 

 
A 

生徒指導・ 
特別活動 
 

〇規範意識の向上 ○普段の学校生活において身だしなみ（頭髪・服装）を整

え、落ち着いた学習環境をつくる。 

〇儀礼的行事をはじめ、TPOに応じて主体的に判断し正

装できる習慣を身につける。 

○貴重品管理をはじめとする危機管理意識の向上に取り組

む。 

 
 
B 

 
 
 
 
 
B 

・頭髪、服装に関しては日々の声かけを継

続する中で比較的落ち着いており、授業環

境も落ち着いた状況である。 

・生徒会が中心となり儀礼的行事での正装

をはじめ、その他の行事においても方針を

伝えるなど主体的に活動できている。 

・貴重品管理については各担任の声かけを

始めとして一定身についているが、忘れ物

や落とし物が多く、生徒会発行の落とし物

ニュースでも所有者が現れないことも多く

自己管理意識としては依然低い状態である

と言わざるをえない。 

〇生徒の自主的な活動の活性化 ○部活動加入率と定着率を向上させるとともに、学習との

両立ができる環境を作る。 

〇行事や校則・規定に対して生徒会が中心となり、主体的

に考え、行動できるよう支援する。 

 
A 

健康安全・ 
教育相談 

〇健やかな心身の育成と環境づくり 〇生徒保健委員を中心に、健康・環境美化・食育の分野に

おいて、生徒主体の取り組みを推進する。 

A  
 

 
A 

 
 

・クリーンプロジェクトはこれまで通り生

徒主体で取り組めている。１学期食育だよ

り第１号を発行し食に対する意識の向上に

努めた。 

・教育相談については、昨年度よりもアプ

リの活用件数、継続的な相談も増えてい

る。 

〇教育相談の充実 〇相談予約アプリを周知・活用し、生徒・保護者・教職員

が教育相談を受けられる環境づくりを促進する。 

A 
 



家庭連携・ 
地域連携 
 

〇教育活動等の保護者等への情報発
信の充実 

〇ホームページや広報誌、さくら連絡網を有効に活用し、

保護者等との連携を密にする。 
Ａ 

 
 

 
Ｂ 

・ホームページや広報誌については、情報

発信の内容や時期を工夫しながら運用して

いるところである。 

・さくら連絡網については、保護者に定着

しつつあり、情報発信に係る負担が軽減さ

れている。 

・探究活動の中で地域と連携した取り組み

を行えている。大学との連携は課題。 

〇大学や地域の関係機関及び地域の
方々等と連携した教育活動の充実 

〇探究活動や課題研究において、出前授業や他校や大学・

企業などと連携した取り組みの拡充を図る。 

B 

人権教育 〇教職員・生徒の人権意識の向上 〇人権をテーマとした教職員研修を実施し、人権意識の向

上を図る。 

〇すべての教育活動を通じて、生徒の自尊感情を高め、他

者の人権を尊重する態度を涵養する。  

Ａ 
Ｂ 

・人権に関する研修については、計画通り

に実施できている。引き続き、研修計画の

遂行および人権を尊重する態度の定着を図

りたい。 

・人権学習を中心に、引き続き生徒の人権

意識の向上を目指したい。 

〇生徒が相互に人権を尊重する意識を涵養する。 

 
Ｂ 

 評価 A：達成できた  B：概ね達成できた  C：達成できなかった 
 

 
学 校 関 係 者 
評 価 委 員 会 
に よ る 評 価 

 

 

 
 

次 年 度 に 
向けた改善の 
方 向 性 
 

 

 

 


